
粕谷和夫の観察日記より。仮面ライダーのモデルとしても有名なトノサマバッタです。緑色のものが一般的ですが、

これは褐色型のペアーです。11 月 8 日、甲府盆地の富士川の河原で、交尾中のためか、カメラを近づけても逃げませ

んでした。 

紅葉台新聞は、「高尾フモト同盟」の HP に公開されています。高尾の情報や働く人たちが紹介されています。興味を

持った方は、覗いてみてください。また、皆様からの情報や投稿もお待ちしています。 

 

粕谷和夫の観察日記 

  10 月 31 日の夜は大雨でした。そ

の翌朝、11 月 1 日の八王子・片倉城

跡公園のトネアザミです。前夜の雫

が朝日に当たっていました。ひと昔

前であれが 11 月には霜が降りてい

ましたが、地球が暑くなった現代では霜は未だ何日か先

です。 

八王子・湯殿川沿いには小規模な

がらも田んぼがあり、毎年牛の案山

子が登場します。毎月の湯殿川の野

鳥定期カウントの楽しみの一つで

す。今年は赤い口紅で化粧した牛さ

んでした。この日はこの田んぼの近

くの湯殿川で渡り鳥（冬鳥）のクイナと再会を果たしま

した。 

5 年前から私も所属している NPO

東京生物多様性センターの活動の一

環としてニホンミツバチの巣箱を八

王子、日野市内に数か所設置しました。

巣箱を設置しても「待ち人来たらず」

で中々ミツバチが定着しなかったり、定着しても天敵に

やられてしまったりでしたが、ようやく 5 年目の今年、

2 ヵ所の巣箱にニホンミツバチが定着し、先日巣箱から

蜂蜜を採取できました。それがこの写真です。ニホンミ

ツバチの蜜は「百花蜜」といって、いくつもの種類の野

草の花から集められた蜂蜜で、毎朝プレーンヨーグルト

にかけて美味しく頂いています。 

ピラカンサの実は昔はオレンジ色の物

が主体でしたが、最近は赤い実のものが

あちこちで見られるようになりました。

この写真は多摩川の河原で撮ったもので

すがオレンジ色でなく目立つ赤い実でし

た。美味しそうに見えますが甘くなくス

カスカなリンゴを食べてる感じ。鳥にも年内は食べられ

ず、年明けになってようやく食べられるようです。 

内房線の浜金谷駅から歩いて約 20

分の所・明鐘岬（岬）に行ってきまし

た。三浦半島から東京湾を渡ってくる

ハイタカの観察が目的。現地にいた

バードウオッチャーの方々からハイ

タカの飛翔を教えてもらいました。12

時頃に次々に現れ 23 羽が本日の成果であったと教えて

もらいました。足元の海岸にクロサギが現れポーズを

取ってくれました。 

11 月 7 日、甲府駅から身延線に乗り換えて市川大門駅

で下車、富士川の河原で鳥見歩きをしました。カルガモ、

ヨシガモ、オカヨシガモ、カワセミ、カ

ンムリカイツブリ等が揃っていまし

た。河原ではクコの赤い実が鈴なりに

なっていました。クコの赤い実を食べ

ている蛾の幼虫（写真右）がいてビックリしました。 

11 月 8 日、八王子・湯殿川を鳥見歩

き、クイナがちょっと姿を現したが、ツ

ルヨシの株元に逃げ込んでしまいまし

た。クイナが隠れた当たりにはスズメ

の集団がいてカナムグラの実を食べて

いました。カナムグラは人からみれば厄介な雑草ですが、

スズメにとっては貴重な食糧源ですよね。 

11 月 10 日、八王子・恩方の里山を歩きま

した。紅葉にはちょっと早い時期、最終目標

地の心源院の裏山のセンブリは大きな株は

ありませんでしたが何とか咲いていました

（写真上）。途中の民家の菜園には食用ギク

が朝露を浴びて咲いていました。同行者の 1

名から「この写真をラインにアップして欲しい」との要

望に応えた作品です。上が薬用、下が食用です。 

 

20 年以上まえから行ってみたいと思って

いた「京都の美山かやぶきの里」に行ってき

ました。約 50 戸の民家のうち 39 棟がかやぶ

き屋根で、江戸時代からほとんど変わってい

ないというから驚きです。かやぶき屋根の民

宿に２泊し、いろりを囲みながら、ゆっくりと流れる時

間を堪能。シカのジビエ、地どりのすき焼きに地酒がよ

くマッチしました。集落の前の清流（由良川）にはカワ

ガラス。屋根のてっぺんに横に並ぶ「千木」にトビとイ

ソヒヨドリが止まってくれました。その写真は明日、アッ

プします。 

かやぶきの里でツグミ、スズメ、

ジョウビタキ、モズ、カワガラスな

ど 14 種に出合いました。これ等の

鳥がかやぶき屋根のてっぺんに横

たわる「千木・雪わり」に止まるの

をじっと待つこと 3 時間、トビとイソヒヨド

リが止まってくれました。中でもこの場所で全く予想し

ていなかったイソヒヨドリが突然現れてビックリ、感動

ものでした。 

11 月 14 日、京都旅行の最後は伏見。写真

上は坂本竜馬ゆかりの寺田屋の前の運河、ハ

ナミズキの紅葉が見事でした。寺田屋の「金

魚ツバキ」の葉を見た後、近くの黄桜カッパ

カントリーで「しぼりたて生酒」で〆としま

した。 
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